
＜研修報告＞ 

第２１回ヨーロッパ公共施設調査団に参加して 

                          五十嵐  健次郎(代表執筆者) 
                  根 本 長 一 
                  松 田 宗一郎 

 
１ はじめに 
 平成 18 年１月 21 日(土)から１月 28 日
(土)までの１週間にわたり、第 21回ヨーロ
ッパ公共施設調査団の一員として、ドイツ、

フランスを訪問する機会を与えていただい

た。ヨーロッパの自然、文化、歴史、人間

性などを、五感で感じ取ってこようと望ん

だ研修であったが、聞くと見るとでは大違

い。終始、スケールの大きさと歴史の重み、

奥深さに圧倒されどおしであった。 
ここに感想を交えて研修結果を報告する。 
２ 団員構成 
調査団は、団長（仙台市都市整備局計画

部長）の鹿野氏はじめ北海道から鹿児島県

までの参加者２３名と協会事務局の下野事

業課長、添乗員の西原氏の計２５名で構成

された。本県からは、３名が参加した。 
３ 調査行程（計画） 
○１月 2１日(土)10:15 成田空港集合、
12:25 発全日空 209 便にて空路ドイツフ
ランクフルトへ、バスでハイデルベルク

へ ホテル「マリオット」泊 
○１月 22日(日)ハイデルベルク市内視察、
ストラスブール視察、ハイデルベルクへ 

ホテル「ドリント ノボテル コンツェルト」泊 
○１月 23日(月)フライブルグ市公式訪問
午後フライブルグ市内視察、ストラスブ

ールから 19:00空路マルセイユへ  
ホテル「ホリディ イン マルセイユ」泊 

○１月 24日(火)マルセイユ市内視察、午
後マルセイユ市公式訪問、モンペリエへ  
ホテル「ホリディ イン モンペリエ」泊 
○１月 25日(水)ミヨー市内、ガール市内、
アビィニヨン市内視察、アビィニヨン駅

発 18:00高速鉄道(ＴＧＶ)にてパリへ 
ホテル「ソフィテル・フォーラム・リブ・ゴーシュ」

泊 
○１月 26 日(木)パリ市内視察（アンド
ロ・シトロエン公園ほか）パリ泊 
○１月 27日(金) 
パリ市内視察、15:00ホテル集合  
18:30発全日空 206便にて成田空港へ 
日本時間１月 28日（土）14:10成田着 
４ 調査結果 
１月 20日(金)午後、荷物を必要最小限に

まとめ、前泊のため成田空港近くのホテル

「ホリディイン東武成田」へ向かった。（他

の２人は当日、直接空港へ） 
テロに対する警戒が厳しく第２ターミナ

ル駅ではパスポートのチェックを受ける。 
夜半から低気圧と寒気団の影響で関東地

方は大雪がふり、21日の朝は一面の銀世界
であった。案の定、飛行機もなかなか飛び

立てず、午後４時頃、約３時間半遅れのフ

ライトとなった。 
前途多難を予想させるような研修のスタ

ートとなったが、以下に７日間にわたる研

修内容を報告したい。 
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１）大学都市「ハイデルベルク」 
ハイデルベルクは、ドイツ南西部フラン

クフルトから約１００ｋｍ、ライン川の支

流ネッカー川のほとりに位置する。 
ゲーテやショパンなど多くの詩人や芸術

家に愛され、大勢の優れた学者を生んだド

イツを代表する大学都市である。人口１４

万人の内、学生が３万人を占め、海外から

の留学生も多い。 
１３世紀、この地方の支配者プファルツ

侯が居住地としてから発展した。３０年戦

争では、１６２１年に皇帝軍の攻撃を受け

て大きく荒廃し、更に１６９３年には、継

承戦争でフランス軍の侵略を受けて市街の

大部分と城の外郭などが破壊された。市街

は復興したが、城の再建は行われていない。 
ハイデルベルク城から望む市街地の眺望

はすばらしい。ネッカー川、カール・テオ

ドール橋、旧市街と呼ばれる赤茶色の屋根

の町並みの絶妙の組み合わせは見る人を飽

きさせない。あちらこちらで鳴り出す教会

の鐘の音が心地よいハーモニーとなり、こ

の景色と相まって独特の雰囲気を創り出す。

ヨーロッパに来たのだと実感した瞬間であ

った。

   

＜写真：ハイデルベルク城から望む市街地＞   

 
○ハイデルベルク城 
現存する建物は中庭を囲む１６世紀の城

館と１４～１５世紀の円形、多角形の塔で

外郭はほとんどが１７世紀後半のフランス

軍の侵略で破壊されている。幾度か復元が

提案されたが、美術史・建築史家のゲオル

ク・ゴットフリート・デヒオ（1850～1936）
は構造的に安定していることや、オリジナ

ルの建物について十分な資料が残っていな

いことから「復元ではなく保存」を訴えた。

この主張は文化財保護の原則の確立と普及

に大きな役割を果たした。 
城内には２２万リットル入りのワインの

大樽なども展示されている。            

○カール・テオドール橋 
古い橋（Alte Brucke）とも呼ばれ大学創   

立４００年を記念してカール・テオドール

氏によって１７８８年に建てられた。 

赤色砂岩のアーチ橋で街を守るための城

壁の一部であるが、税金滞納者などの牢獄

にもなったという。 

対岸には「哲学者の道」と呼ばれる散歩

道があり、ゲーテやヘーゲルなどの詩人、

哲学者が瞑想にふけったという。    

○旧市街地 

市街地へのバスの乗り入れは規制されて

おり、平板ブロックが敷き詰められた道の

両側に店舗が並ぶハウプト通りを歩いた。 

この通りは延長が１．６ｋｍのドイツで

は一番長い商店街なのだそうだ。当日は日

曜日ということもあり人通りはほとんど無

く、歩いているのは日本人を含む観光客で

ある。「休日は完全に休み」という精神は徹

底しており、休日に家族で買い物を楽しむ

風景は見られない。
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＜写真：休日のハウプト通り＞ 

ヨーロッパでは石畳が多く、歴史を大切

にする精神を感じるが、正直言って歩きづ

らい。ハウプト通りは平板ブロックであっ

たが、玉石状の石畳も多く、ヨーロッパに

行かれる方には運動靴などゴム製の靴をお

薦めする。 

通りに面して、高さ８２ｍのゴシック様

式の聖霊教会や現存する最古の民家で現在

はホテル、レストランとして使われている

「ツム・リッター」（騎士の家）などがあり、

重厚な歴史を感じた。           

○ハイデルベルク大学 

 マイヤーフェルスターの戯曲「アルトハ

イデルベルク」の舞台として知られるハイ

デルベルク大学は、１３８６年に創設され

たドイツ最古の大学である。特に精神科学

の中心大学として有名である。８人のノー

ベル賞受賞者が出ている。授業料は今まで

無料であったが、来年からは５００ユーロ

（約７万５千円）になるとのことである。  

２）国際観光都市「ストラスブール」  
 ストラスブール(Strasbourg)は、フランス
東部アルザス地方の中心都市で、人口２５

万人。ストラスブールとはドイツ語で「街  

道の街」を意味し、ドイツ・スイスと接す  

る国境地帯に位置する交通の要衝である。   

国境の重要な地域として常にフランス、ド

イツの争いの地となりたびたび帰属が変わ

ってきたという歴史を持つ。 

 

ヨーロッパの交通の要衝がゆえに国際機

関が数多く設置されており、代表的なもの

は、欧州議会（EUの国会にあたる）、欧州
協議会、欧州人権裁判所などである。 
また、ノートルダム大聖堂、プチット・

フランス地区など、いくつも世界遺産を抱

えており、観光都市としても有名である。  

○ノートルダム大聖堂 

１１７６年に着工し１４３９年完成と、

建設に３００年近くも要しており、砂岩で

できた赤茶色の荘厳な建物はゴシック建築

の傑作といわれる。尖塔の高さは１４２ｍ。

１２世紀のステンドグラスや彫刻、天文時

計（針が１年間で１回転）などは見ていて

飽きない。              

○プチット・フランス

    

＜写真：世界遺産プチット・フランス＞ 
街の南西にあり、かつて皮革細工職人や

製粉業者が暮らしていた地域で、ここには

ドイツの影響を受けたアルザス独自の木組

みの家が数多く残っており、地区全体が世

界遺産に指定されている。       

○ヴォーバン堰 
１７世紀にイル川を横断するように造ら
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れた１３箇所の開口部を持つ堰で、ヴォー

バンの指導で建設された。街への出入りチ

ェックと洪水の防御を兼ねている。   

３）環境都市「フライブルク」 
研修２日目となった平成 18年１月 23日

(月)に、公式訪問としてフライブルク市を訪
れた。 
フライブルクはドイツ南西部ライン川よ

り約２３ｋｍ東に位置し、スイス、フラン

スの国境に近いバーデンニュルンベルグ州

にある。温暖な気候と美しい自然でドイツ

国内でも観光都市、保養地として非常に人

気の高い街である。また１４５７年創立の

フライブルク大学があり、人口約２０万の

うち学生や教職員が約３万人という大学の

街でもある。 
また、フライブルク市は１９９２年の環

境首都コンテストで、ドイツ連邦全域にわ

たる１５２都市と市町村の中で最高点を獲

得し、「環境首都」の称号を与えられたこと

で知られている。 
＜公式訪問＞ 
調査団は現市議会議員で元都市計画副局

長のパウル・ベルト氏から講義を受け、市

の都市環境政策について学ぶことができた。

講義は市の迎賓館で行われたが、ここはマ

リーアントワネットの結婚式の前夜祭が行

われた所でもある。 
講義と現地視察の内容について、以下に

報告したい。               

○講義要旨             

「フライブルグ市の交通、都市環境政策に 

ついて」＜講師：パウル・ベルト氏＞ 
（経歴）・３７年間都市開発を担当してきた。

新しいものを取り入れるも、古い良さも大

切にしてきた。当然、環境も視野に入れ、

自然に触れることのできる空間というのも

街づくりの目標としてきた。 
・１９９７年９月２５日エコロジーデザイ

ン「広島」に市長代行で参加している。 
（次世代への贈り物としての街づくり） 
・昔から現代へ引き継がれてきたものを次

世代への贈り物としてどう引き継ぐか、人

と車社会との関わりの中で人に良い街とは

何かを考えてきた。 
・街の中心に子供の遊べるところがあり、

子供が直に触れる石畳、土、水が大事。 
・街の象徴としての大聖堂（フライブルグ・

ミュンスター１３５４年に着工し１５１３

年に完成した。資金源は近くで採れる銀で

あったらしい）は高さが１１７ｍで街の中

心にある。精神文化としての大聖堂とその

下に控える家並みの美しさは、第二次世界

大戦の戦禍を免れた。広場では市が立ち、

      
＜写真：街のシンボル大聖堂＞            
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子供達が遊んでいる。 
・都市計画と環境は相反するものと言われ

てきたが、環境は１つのポイントであるこ

とを踏まえて、自然（山、樹木）や建設用

地も含めて環境という視点から話し合いを

続けてきた。 
（フライブルクの立地条件と環境運動） 
・８５％がサービス産業で役所、大学、病

院などが多い。周辺は森と畑で、平野では

農業、山では林業が営まれている。 
・フランス、ドイツはライン川で分かれて

おり５０年前までは敵対していた。国境に

近いことで多くの戦争の歴史がある。フラ

イブルクは、ドイツでは端だがヨーロッパ

の中心に位置する。 
スイス、フランスが周辺に原発の設置案

を１９７３年に発表した。大学の教授、学

生、農業従事者、市民により、環境運動が

始まり、ドイツ全体の運動に発展した。 
化石燃料による温暖化を理由に原発エネ

ルギーにフランスは固執しているが、現在

でも、リアクションの多い地域である。 
（都市計画の理念） 
・人が歩いて生活できる街づくり 
中央駅と接続した市電による鉄道網を利

用した、パークアンドライドシステムは自

動車による公害を無くし環境を保護する。 
福祉面から、交通弱者も含め、人が歩い

て生活できる街づくりを進めている。 
・大型店舗の進出規制 
大型スーパーの進出は住宅地の小売店舗

を脅かすことから、一定エリアについては

マーケットコンセプトにより都市計画局が

規制する。 
例えば中心部と郊外で売ることのできる

品物を規制する。切り花、本、おもちゃ等

は中心部の店舗で、また根付きの植物は郊

外の店舗でしか販売できないといった対策

である。 
（土地利用プラン） 
・一人当たり４０ｍ2の面積が要求されてお

り、中心市街地では、商業地、住宅地を無

駄なく配置する必要がある。従って住宅は

ほとんどが、集合住宅である。 
中心市街地の求心力を商業だけに求めて

はいけない。住宅地も一緒になって初めて

効果がある。 
・道路の区割りは変えない、上からの景観

を乱さない、中世の歴史的建造物は復元す

るとして再建をしてきた。市内は大きく行

政エリア、大学エリア、文化エリア、娯楽

エリアに十字の道路で分けられている。 
・大学は州、オペラハウスは市で受け持つ。

学校の修復に１１億５千万ユーロかかるこ

とからＰＰＰ（パブリック・プライベート・

パートナーシップ）方式で民間企業の参加

を検討中である。 
（中心市街地への人口の定住化） 
・戦前２万４０００人いたが現在は８００

０人に減った。空洞化を防ぐために苦労し

てきた。商店街の上層部に、屋根並みを統

一した１２０世帯の集合住宅を設けた。 
＜次ページの写真は講義後に視察した駐

車場と集合住宅の入った建物で、５階建て

である。駐車場は下２階部分に設置されて

いる。＞ 
・住民のための広場は、人が集い、出会う

空間として街の中心につくった。１９６０

年代は町中に車があふれ自動車優先であっ

た。今は規制をしており朝市の農家の車だ

けが入っている。これが大成功を収めた。 
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＜写真：コンヴィクト通りの駐車場と集合

住宅；上の写真は車通り側から下は市街地側

から見たもの＞ 

（交通プラン） 
・パークアンドライド方式の採用にあたっ

ては外郭部に５０００台の駐車場を設けた。

住人は、町中に駐車場を持っているが、そ

れ以外の人は外郭部の駐車場を利用してい

る。 

＜写真：市内を走るトラム＞ 
・道路が広いのは、基準が車だからであり、

ここに市電を通した。環境保護のため線路

敷は緑化している。 
環境定期券の発行は市民の総意であり、

環境に対する考え方の証明でもある。 
・車がないことで商店街の売り上げが上

がった。景観を良くし、きれいにしたこと

が要因である。 
（エネルギー政策） 
・再生可能エネルギーを採用している。太

陽光発電を採用している。風力は景観が悪

くなるので個人的にはお奨めできない。 
（最後に） 
・街は美しくなければならない。自動車と

共存しながらも、障害者も子供も、自然に

触れて遊べる空間が大事である。 
○講義の後の質問コーナーでの氏の回答要

旨は以下のとおりである。 
「公共交通機関は黒字か」 
・環境定期券の発行以来利用者が増えた。 
「ソーラーシステムの景観は」 
・古い建物にソーラーの設置はあり得ない

ので景観は守られる。新しい思考の建物は

規制をかけて制限すべき 
「災害対策は」 
・１３５６年以降、地震はない。ライン川

の氾濫対策は貯水桝の設置などを州が行っ

ている。 
・５０００人の核シェルターがあるが、ば

かばかしいものである。 
「都市計画のスパンは」 
・都市計画は数千年引き継がれるもの。  

短期的には区切りは１０年程度か。           

○参考 
別資料から調査した市の政策について追

記する。 
・交通政策 
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１９８４年に市内への自動車乗り入れ制

限に踏み切り、交通量を制限、総合的な交

通システム（市電、バス）の拡充により、

市民の生活基盤を確保した。１９９１年に

はレギオカルテと呼ばれる地域環境定期券

を導入した。１枚で地域内延長約２９００

ｋｍの公共交通機関（市電、市バス、近郊

のドイツ鉄道、私営バス）が、ほぼ乗り放

題となる定期券である。また、パークアン

ドライドも導入されており、市電の駅前に

は広い駐車場が用意され、通勤、買い物な

どで市内へ向かう人のために車から公共交

通機関への乗り換えを容易にしている。一

方で市内の駐車料金は高く設定されている。 
・エネルギー政策 
ドイツは風力発電量が世界一（世界の風

力発電設備容量約 4000万ｋｗの３７％）で、
２位のアメリカの２倍以上である。ヨーロ

ッパでは強い偏西風を利用した製粉業が盛

んに行われていたが、環境先進国ドイツは

特に風力発電への取組に熱心である。 
シュレーダー前政権は２０００年に産業

界との間で原発の全廃で合意し、２００２

年に国内にある１９基の全原発の廃止を定

めた脱原発法を成立させ、２０５０年まで

に全エネルギー需要の５割を再生可能エネ

ルギーで賄う目標を設定した。 
再生可能エネルギーの発電量は、１９９

８年において、ドイツ総発電量に占める割

合が４％であったが、２００５年には 11％
までに拡大した。ちなみに日本の風力発電

量はドイツの１／２２程度である。      

○現地視察  
  

・エコタウン Vau Ban団地 
軍用地の跡地３８haの土地をエコロジ
ー配慮型のニュータウンとして市が開発し

ている（2000戸、約 5000人の計画）     
各戸のエネルギー消費量を市が決めてお

り、立地上、十分な日照を得られない敷地

に建つ建物は、年間エネルギー消費量が

65kw／ｍ2以下に、南向きの日当たりの良

い建物は年間 15kw／ｍ2以下に制限される。  
また、自家用車を持たない生活を推奨し

ている。駐車場は団地内に２箇所整備され

ているが、共同駐車場の使用権を買わなけ

ればならない。車を排除するのではなく持

つ人と持たない人がうまく同居するという

形をとっている。 

 
＜写真：団地の風景（屋根には太陽光パネル）＞ 

厳しいエネルギー制限はあるもののデザイ

ンなどは旧市街に比べると断然規制が緩く、

色とりどりの個性的な建物が並んでいる。 
・リーゼルフェルト団地 
造成中の団地で、日産自動車（事務所）

など世界の企業が進出しており、一角には

ソーラー発電の最初の世界的研究所がある。 
・トラムに乗車 
線路敷きは緑化されており、枕木が見あ

たらなかった。通学の子供達を中心に乗り

降りも激しく、かなり利用されている。 
 
以上がフライブルク市での研修内容であ

るが、現在、市が進めている施策の柱は、

 7



自然保護、廃棄物対策、交通政策、エネル

ギー政策、都市政策の５つであるとのこと。

      

１６～１７世紀にかけて現在の旧港地区

が形成され、外港への拡張は１８４４年の

ジュリエット新泊地の着工にはじまり戦前

にはミラボー泊地まで整備が進んだが、第

２次大戦後は港湾整備の中心がフォス湾に＜写真：広場で遊ぶ子供達と市場＞ 
自分たちの街は環境、歴史などの資源に

恵まれ、それがすばらしいことを市民は良

く理解しており、政治家や行政は市民から

たびたび突き上げられるそうである。女性

運動の発祥の地であるというのも理解でき

る。高さ１１７ｍの大聖堂は、街のシンボ

ルでどこからでも見え、集合場所には最適

であった。ミュンスター広場では市が立ち、

子供達が集い、パウル・ベルト氏が熱く語

る理想型にかなり近づいていると感じた。                            
４）港湾都市「マルセイユ」 
 平成 18年１月 2４日(火)に、公共施設調
査団としては、はじめてとなるマルセイユ

市を訪れた。 
マルセイユ市はパリの南南東約６８０ｋ

ｍ、フランス南部に位置する地中海最大の

港湾都市である。面積２４１ｋｍ２でパリの

３倍、人口は約８０万人で都市圏人口では

パリ、リヨンに次いでフランス第３位であ

る。マルセイユ市の歴史は古く、紀元前  

６００年、ギリシアのフォカイア人が築い

た植民都市「マッシリア」にはじまるフラ

ンス最古の都市でもある。プロバンス地方

の中心地として、北仏とは異なる独自の文

化や精神性を持っている。 
また、マルセイユ港は、フランス及び地

中海では最大、ヨーロッパでは第４位の貿

易港である。ヨーロッパの南の玄関として、

北アフリカ、中東、アジア地域との接点を

務め、１１０航路、１２０ヶ国の３６０以

上の港と連絡している。 

    
＜写真：ヨットハーバー(旧港)＞       

移ったため、泊地に改造が加えられた程度

である。現在、旧港はヨットハーバーとし

て利用されている。午前中、丘の上に立つ

ノートルダム・ド・ラ・ガルド教会やマル

セイユ港など市内を視察した。 
ノートルダム・ド・ラ・ガルド教会から 

＜写真：マルセイユの町並みと地中海＞         
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は市内が一望できる。街に煙突がなく空気

が澄んでいて、きれいに見えるのだという。

地中海独特の白っぽい壁と赤茶色の瓦、群

青色の海といった風景がそこにある。石灰

岩の壁とボーキサイトの素焼きの瓦、水深

８０～１５０ｍの深い海が創り出している

風景である。沖合にはイフ島があり、アン

ドレ・デュマの小説「モンテ・クリスト伯」

（厳窟王）の舞台となっている牢獄（元々

は城の砦）がある。 
＜公式訪問＞ 
昼食の後、港近くに事務所を構えるユー

ロメディテラネ都市開発公社を訪れた。 
 事務所にて団長挨拶の後、ユーロメディ

テラネ計画の説明と質疑応答、その後現地

を案内していただいた。 
 説明は住宅・建築担当部長のフランク・

ゲリング氏、現地案内は開発部住宅課長の

ニコラ・マティ氏にしていただいた。以下

に説明内容と併せパンフレットからの情報

も加えて報告する。 

＜写真：フランク・ゲリング氏（右）＞ 
○説明内容  
・ユーロメディテラネ計画とは 
１９９５年に国益事業として始まったマ

ルセイユ市内の３１０ｈａにおよぶ都市再

開発・経済発展計画である。 

中心市街地、港、ウオーターフロントの

活性化に加え、マルセイユをヨーロッパの

中でのランクアップを図り、世界への影響

力を拡大しようとするものである。 
将来にわたってヨーロッパ、地中海エリア

の金融、経済の中核として繁栄を図ること

が計画の最終目的である。 
・開発の特徴 
この開発の特徴は、港湾施設と一体とな

った開発を行っていることである。  
歴史は港から街へ展開していったが、こ

の開発は中心市街地から港に入り込む形で

行われる街づくりである。既存の引き込み

線路や高速道路、港湾に隣接する倉庫、土

地の部分に新しいマンション、住宅団地、

公的施設、オフィスを整備することにより、

イメージの改善を図り、人口の増加と経済

の活性化を目指すものである。このことに

より、文化面での向上も期待できる。 
マルセイユは、今まで中心市街地の空洞

化が進行し、人々は郊外に居住し通勤して

くるのが主流であったが、事務所のみなら

ず働く人が中心市街地で暮らせるよう１万

人分の住宅を確保する計画である。 
また、中心市街地での路上駐車も問題と

なっており、中心部への車の乗り入れを少

なくするよう、道路は路面電車と樹木を配

置し、公共駐車場も確保することとしてい

る。地下鉄のチケットと駐車場のセットな

ど公共交通機関の利用推進も検討されてい

る。５地区において、それぞれ特徴ある開

発が行われており、路面電車と駐車場、駅

舎など 20ha 余りの公共空間、経済開発の
柱としてのオフィス空間、新しいライフス

タイルを演出する居住空間、博物館、店舗、

学校、公園など文化的生活空間などの整備
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を実施している。 
建物の高さは、日照権の問題があり、道

路の幅、方角にもよるが一部を除いては８

階で統一されている。 
・事業手法 
事業主体は、国、県、民間など様々であ

るが、この開発のマネジメントは国、地方

が出資する第３セクター「ユーロメディテ

ラネ都市開発公社」が行っており、社長は

マルセイユ市長が務めている。国、県、市、

民間からなる組織委員会により計画につい

て検討を重ねてきた。組織委員会の長であ

る代表責任者は、閣僚会議から派遣された

国の職員が務めており、実質的な権限を持

っている。 
開発公社には５０人の職員がおり、都市

開発チーム、経済チーム、コミュニケーシ

ョンチームの３セクションで働いている。 
レパブリック通りにおいて２つの不動産

会社が開発を行っているが、改修工事が同

時進行するよう、また整合のとれるよう２ 
社の調整も行っている。助成金を出して修

復も行っているエリアであるが、政府があ

る程度の投資を民間に行っていることもこ

の開発のポイントである。 

 

＜写真：レパブリック通りの修復工事 
（道路部は市電の設置工事）＞           

CMA CGMタワー（床面積 30,000ｍ

住宅団地は第３セクターが土地を買収し、

整備は民間が行っている。民間のプロジェ

クトを審査し入札を行うシステムである。 
港湾エリアについては港湾局の土地を第

３セクターが買収し、上物を一般の市民が

利用できるようにして、生活と港の一体化

を図る計画である。40,000ｍ2のショッピン

グセンターが計画されている。公園の整備

も第３セクターが実施した。 
労働者に仕事の割り当てなどを行ってい

たドッグの跡は事務所として変貌している。

開発対象となる 120万ｍ2のうち 60万ｍ2が

住宅、40万ｍ2がオフィス街である。 
市は土地を不動産会社に売却しマンショ

ン等の建設が行われることになるが、立ち

退き等の調整は ZACという都市開発の推
進機構が行っている。 
中心部の移転、買収は完了している。北

部地区 Cite de la Medite- rraneeでは９月
からはじまる予定である。 
新しいプロジェクトの立ち上げに際して

は、国が勝手にできるものではなく、住民

に意見を求めることが義務づけられている。

住民が自分の意見を言うことができる期間

もセットされており、直接参加できる仕組

みになっている。 
・開発の地区別内容 
①La Joliette 
国際的ビジネス地区で開発面積は

270,000ｍ2である。事務所、住宅、500～600
室のホテル、コンベンションセンターから

なる地区で、ビジネス地区としてはフラン

スでは最大規模の開発である。 
2）

Euromed Center（床面積70,000ｍ2ホテル、

ショッピングモール、会議室など）などが
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シンボル的な施設である。 
CMA CGMタワーは、全世界で業務を展 
開している船会社が、新しい指令本部の建

設場所としてマルセイユを選択したもので、

2007年に完成の予定である。完成後はグル

ープ企業のヘッドオフィスとして 2000人
の従業員が働く事務所となる。 
イラク人建築家により設計された高さ

110ｍのシンボリックな建物で、マルセイユ
のランドマークとして期待される。   
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②Saint－Charles/Porte d’Aix 
市の玄関口として位置づけられる地区で、

開発面積は 116,000ｍ2である。 
マルセイユに列車や自動車で訪れる人の

玄関口が Saint－Charles駅や Porte d’Aix
である。 
高速鉄道（TGV）も開通しており、オフ
ィス、ホテル、店舗、住宅などが建設され、

特徴ある開発が行われる地区である。 
③The Rue de Republique District 

5,000戸の住宅と約60,000ｍ2の店舗の改

装と併せて路面電車、800台の駐車場など、
公共空間についても再構築する。 
④Cite de la Mediterranee 
マルセイユのシーフロント再開発のシン

ボル地区として国際基準の公共施設やプラ

イベート空間を提供するエリアで開発面積

は 382,000ｍ2である。 
クルージング、フェリーのターミナル、

ヨーロッパ・地中海文明博物館、商店街、

娯楽施設、1400戸の住宅などが港湾の区域
に建設され、開発の呼び物として新しい生

活空間を提供する。 
床面積 40,000ｍ2「Terrasses du Port」
などがショッピングセンターとして建設さ

れる予定である。ヨーロッパ・地中海文明

博物館「Mucem」は 2009年にオープンの

 
＜写真：マルセイユ港（地中海フェリー）＞ 

予定である。 
⑤The Belle-de-Mai Area 
開発面積は 120,000ｍ2 で、市街中心部
や高速鉄道（TGV）駅に近く、映画、テレ
ビ、マスメディアなどの産業が集積してい

る。ヨーロッパの中心的な映像産業基地の

１つとなっている。 
専売公社があったところは、市が土地を

買収し、文化センターを建設中である。 
以上が説明要旨であるが、マルセイユに

おいて、これだけの計画が国ぐるみで展開

され、進捗度合いも順調である。 
なぜ今、世界中からマルセイユが注目を

集めているか、その優位性を列挙すると以

下のとおりである。 
・十分な提供可能業務空間 
・起業家に対する助成制度の充実 
・他言語能力を持つ豊富な労働力 
・競争力の高い労働コスト 
・パリに次ぐ優れた通信インフラ   

（南ヨーロッパ、アジア方面への長距離    
通信の中継地） 
・卓越した交通アクセス 
；高速道路（マルセイユプロバンス空

港へ 20分、ニース・コートダジュール
空港へ１時間 30分） 
；高速鉄道ＴＧＶ（１日 30便、パリへ
３時間、ブリュッセルへ５時間） 
；マルセイユプロバンス空港（30カ国
90路線、パリ、ロンドン、フランクフ
ルトなどへ） 
；フェリー   

・教育機関の充実；３大学、15の高等学
校、10万人の学生（12％は外国人） 
おそらく、他にもまだまだあると思われ

るが、かなりの優位性を持っていることは
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容易に理解できる。説明者であるフラン

ク・ゲリング氏が、「2012 年までには、か
なりのプロジェクトが進展する」と自信を

持って話す理由は、このようなところに裏

打ちされたものなのであろう。 
苦労話として紹介のあった「地下トンネ

ルや引き込み線など地下部分の工事は住民

の目に触れないことから事業効果について

の住民の不満の声を納得させるのが大変で

あった」という話は、説明責任の重要性と

いう点で私どもにも共通するものであった。 
また、計画の遂行途中で政府の党派が変

わってしまうと反対される可能性があり、

大きな柱を持ちつつもアダプタビリティー

のある計画進行が重要であるというお話も

聞くことができた。 
このプロジェクトは必ずや成功するであ

ろうし、計画の進展と相まって、ますます

マルセイユへの期待とオファーは高まって

行くであろう。 
５）ミヨー陸橋（ミヨー市） 
２００４年１２月１６日に開通した世界

で最も高い橋である。総工費３億９４００

万ユーロ（約６００億円）、わずか３９ヶ月

で完成させた。 
Ｌ＝２，４６０ｍ、Ｗ＝３２ｍ、曲線半

径２０ｋｍ、路面までの高さは２７０ｍ、 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜写真：ミヨー陸橋全景＞ 

塔までは３４３ｍであり、エッフェル塔よ

り高いことから話題になっている。 
 通行料はオフシーズンで、４．９ユーロ

(７３０円）、オンシーズンで、６．５ユー
ロ（９８０円）である。 
２００５年１２月末での累計交通量は、

４４０万台、日平均で 26,000台である。 
天空の橋という印象であったが、周りの

風景にとけ込んでおり違和感は無い。 

 
＜写真：最も高いピアー 

（管理事務所から望む）＞     
６）ガール水道橋 
ニームの街に水を引くために、古代ロー

マ時代（１世紀初頭）に創られた水道橋で    
ある。３層のアーチで構成され、高さ４９

ｍ、全長２７３ｍの石造で、最上段が水路 

＜写真：ガール水道橋＞ 
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下２段は人や車が通行できる。 
水路は全長５０ｋｍにおよぶが、高低差

は３３ｍ（０．０７％）であり、当時の測

量技術の高さをうかがうことができる。                                         

７）芸術と文化の街「アヴィニョン」 
城壁で囲まれた街で、中世は巡礼路の要

所に当たり、教皇も暮らした宗教上の中心

地であった。 
法王庁は厚さ４ｍの城壁で囲まれた堅牢

で巨大な砦である。 
有名なアヴィニョンの橋「サン・ベネゼ

橋」は、１２世紀後半にローヌ川に最初に

架かった石橋で、５００年後に洪水で流さ

れてしまった。以来、橋は川の途中で途切

れたままになっている。         

                             

＜写真：サンベネゼ橋＞ 
８）超高速列車ＴGV 
ＴＧＶは超高速列車（Train a Grande 

Vitesse）の略で、フランス版新幹線と言え
る。最初のＴＧＶは、１９８１年に開通し

たが、メディテラネ（地中海線）は２００

１年６月１０日に開通した。時速３００ｋ

ｍで疾駆する。 
アヴィニョン駅 18:00発のＴＧＶに乗り
込み、パリまで２時間４０分の鉄道旅行を

楽しんだ。揺れもあまり感じられなく、快

適であった。車両は２階建て、１等車の座

   
＜写真：ＴＧＶ（パリ・リヨン駅）＞ 
席は２人がけで、テーブル付きである。車

内で特別に頼んだという日本食の弁当を楽

しんだ。                

９）花の都「パリ」 
フランスの首都で政治・経済・文化の中

心であり、また歴史的な建造物や美術館を

数多く抱えるために「芸術の都」、「花の都」

などと呼ばれる世界的な観光地である。 
セーヌ川が市内を横断する形で流れ、観

光船や運搬船も行き来する。多くの橋が架

かっており、歴史やいわれのある橋も多い。

○シャンゼリゼ通り

      
＜写真：シャンゼリゼ通りと凱旋門＞ 
凱旋門のあるエトワール広場とパリ中心

部のコンコルド広場を結ぶ目抜き通りであ

る。ヨーロッパには広場が多いが、このコ

ンコルド広場は、マリーアントワネットの
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処刑場にもなった場所である。現在は、フ

ランス一周自転車ロードレース「ツール・

ド・フランス」のゴール地点となっている。

ちなみに、スタート地点は２日目に視察し

たストラスブールである。          
凱旋門のロータリーに見られるようにヨ

ーロッパには信号機があまり無いように感

じた。地方都市では道路の交差点は必ずと

言っていいほどロータリー式になっている。

直進する車線が無く、交差点部はロータリ

ーになっているため必ずハンドルを切って

半周するが、特に交通量の少ないところで

は、合理的な交差方法なのかもしれない。 
凱旋門の周りも同様で、数列になって走

る車の列に途中から入り込むのは至難の業

のようである。さすがに朝のラッシュ時に

は警察官が交通整理を行っていた。                 

  
＜写真：凱旋門とロータリー＞   

○ルーブル美術館 
12世紀の後半に砦としてつくられ、16
世紀のフランソワ１世の時代にルネサンス

様式の宮殿に改築された。その後３世紀を

費やして完成された。１７８９年のフラン

ス革命後、ルーブルを美術館とすることに

決まり１７９３年に開館した。 
古代エジプト美術、古代ローマ彫刻、中

世、ルネサンスなど各時代のヨーロッパ諸

国の絵画などが展示されている。 
ガイドによると、歩く距離は約１３ｋｍ

で、全てを見るのに１週間はかかるとのこ

とであった。「ミロのヴィーナス」、「モナ・

リザ」などを鑑賞した。シーズンオフで意

外とゆっくり鑑賞でき、「手の届くところに

本物がある」ことの感動をかみしめた。 

 
＜写真：ミロのヴィーナスの後ろ姿＞ 
ナポレオン１世の載冠式の絵はダヴィト

が描いたもので、ベルサイユ宮殿にある絵

と大きさも構図も同じだが左端にかかれた

５人の女性の内の１人の衣装がルーブルで

は白、ベルサイユにあるものはピンクにな

っている。 
ベルサイユにある絵は、ナポレオンの失
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脚後、絵が焼却されるのを恐れて亡命先の

ベルギーで描いたものである。 
○アンドロ・シトロエン公園 
自動車会社シトロエンの工場跡地を整備

して公園にしたものである。 
パリ市が１９７２年に土地買収を行い、

公園計画について１９８５年に国際コンペ

を行っている。最終的に２案が選出された

が、どちらもすばらしいことから、公園を

北と南に分割して採用された経緯がある。 
南側のテーマは直線や石を基調とした

「幾何学模様」、北側は植物を用いた「自然

のまま」である。 
・幾何学的庭園 
ブラックガーデンと呼ばれ灌木の多い庭

園である。アジアスタイルの影響を受けた

松やアヤメを基調としたゾーンもある。 
・中央広場 
中央広場には、二棟の温室がある。芝生

部分を囲むように配置された噴水や、人口

の川に沿って、西側に進むとセーヌ川河畔

に出る。公園計画の前まではセーヌ川沿い

に電車が走り自動車道路があったが、鉄道

は高架化、自動車道は地下に埋設され、公

園とセーヌ川が一体化している（写真）

 
気球が係留されており、休日やイベント

時には来訪者を乗せて１５０ｍ上空まで上

 
昇するらしく、パリ市街が一望でき、なか

なかの人気だそうである（写真） 
・自然のままの庭園 
北側の庭園は植物の変化を自然のままに

移りゆく季節を楽しませることをテーマに

している。色によるテーマと五感のサブテ

ーマによって植物の色、種類を変化させて

いる。 
ブルー（嗅覚）；ラベンダー他 
グリーン（聴覚）；葉の長い植物 
オレンジ（触角） 
レッド(味覚)；赤い実(サクランボ、リンゴ) 
シルバー（視覚）砂漠の植物      

ゴールデン（想像力）

 
 ＜写真：レッドをテーマにしたエリア＞ 
午後の時間帯は、子供でいっぱいになる

そうである。また、家族との時間を大事に

することから家族での利用も多いという。       
５ 欧州雑感             
以上、研修内容の報告をさせて頂いたが、
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１週間の研修期間中、慣れない海外生活（と

言うよりは旅行）をする中で感じたことを、

この機会に併せて述べてみたい。 
・厳しい検問 
テロ対策の強化で、外国人が出入りする

場所、特に空港では、搭乗前の検査に限ら

ず妥協を許さないチェックが行われている

ことを感じた。成田でも前泊のために降り

た空港駅の改札口、さらにホテルから空港

へ行く途中の検問所（ここではバスの中に

検査官が入ってきて車中）でパスポートの

チェックを受けた。 
また、団員の一人が、パリから出国する

時の所持品検査でおみやげに買ったドイツ

製の工具（ドライバーなど）を没収される

という出来事も発生した。 
私は、赤外線映像に映ったライターを入

念にチェックされたが、危うく難を逃れる

ことができた。笑顔と挨拶が良かったのか

も知れない。 
・国境越えの不思議 
 飛行機以外で国境を越えるのは今回が初

めての経験であった。研修２日目にドイツ

のハイデルベルクからフランスのストラス

ブールに入り視察後、同日にまたドイツ（フ

ライブルク）に入った。 
地理上の位置関係からこのような行程に

 

＜写真：フランス・ドイツ国境のライン川＞    

なったと言えばそれまでだが、島国育ちの

日本人だからなのか、私にとっては何とも

不思議な感覚であった。この辺の人にとっ

て、隣国は「ちょっと出かけてくるよ」位

のことなのであろう。 
 通訳からは、チェックが厳しいので準備

するようにと言われ、皆、緊張してパスポ

ートを用意したのだが、国境の検問所は２

回ともノーチェックであった。検問が無か

ったことも不思議な気持ちを助長させたの

かもしれない。  

・チップ 
 ヨーロッパの、どの街、どのホテルに行

っても、添乗員や通訳が口をそろえて言う

のが「チップを忘れずに」「スリに気をつけ

ろ」「チェックを受ける時は笑顔と挨拶」「水

は買って飲むこと」の４つであった。  

  

＜写真：高速道路パーキングのトイレ＞  
なるほど、トイレに入る時、枕銭、レス

トランでお酒を頼む時、タクシー、等々、

常にチップを考えて支払う必要があった。

パリで夜のエッフェル塔を見ようとタクシ

ーを使ったのだが運転手に「チップが足り

ない」とすごまれた時はちょっと怖い思い

をした。 
・決してユニバーサルとは言えないトイレ  
チップを出して入ったトイレが使えなか

ったら皆さんはどうお思いになるだろうか。  
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＜写真：フランスのホテルのトイレ＞ 
皆さんの場合は問題が発生しないかもし

れないが、私にとっては大きな問題であっ

た。小便器にとどかないのである。身体的

欠陥と言われてしまえばそれまでだが、決

してユニバーサルではないのである。 
これはヨーロッパ、特にフランスで感じ

たことである。それにしても、子供達はど

うやって用を足しているのであろうか。 
・スリ 
 最近では警備が厳しくなり、パリで仕事

場を失ってベルサイユ宮殿などに進出して

きているらしい。確かに変な動きをする人

がいた。冬で皆コートを着ていたので手を

出しづらいこともあったのかも知れないが、

幸運にもグループの中に被害にあった人は

いなかった。 
・挨拶と笑顔 
 出入国検査等では挨拶と笑顔が大事だと

言うことを知らされた。重量オーバーの荷

物も挨拶と笑顔で切り抜けてしまった事例

があったらしい。挨拶と笑顔は万国共通で

ある。 
・水とワイン 
「水道水は腹をこわすのでミネラルウォー

ターを買って飲みなさい」と言われるが、 
結構いい値段がする。普通の店では日本と

同じ位の値段だと記憶しているが、パリの 

 
＜写真：ストラスブールでの昼食風景＞   

空港売店では５００ミリリットル入りのボ

トルが５ドルであった。 
ワインもその土地その土地で、お奨め品

があり食事時に飲むことが多かったが、普

通４人で１本のワインを食前酒として飲む

と、だいたい一人４ユーロ程度（約６００

円）であった。 
よくよく考えて見るとワインにかかった

お金より水にかかったお金の方が多かった

かも知れない。 
・なかなか明るくならない朝  

 
＜写真：朝８時半頃のハイデルベルク＞ 
朝の散歩をしようと初日の６時頃、ホテ

ルの外に出たが、真っ暗で散歩どころでは

ない。写真は８時半頃のハイデルベルクで

ある。散歩を諦め、仕方なく近くのガソリ

ンスタンドで初めての買い物となる水を買

ったのだが、その店の写真である。 
この時期、９時にならないと朝日は昇ら
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ないそうである。 
・ロータリー式交差点 
ロータリーについては、凱旋門のところ

でも述べたとおり、交差点はほとんどがこ

のタイプである。行く方向は直進方向なの

だが、一度ロータリーに入ってハンドルを

切らなければならない。信号機が無いが、

渋滞も事故も起きていないようである。 

 
 ＜写真：ロータリー式交差点 
（フランスのアヴィニヨン市）＞ 

・少ないガードレール、照明 

 
写真は、フライブルク（ドイツ）からス

トラスブール（フランス）の空港へ行く途

中のアウトバーンである。日本の高速道路

のように民地との境界にフェンスがあるわ

けでもなく、平坦部はガードレールすらな

い。環境、景観に配慮した防護柵の考え方

なのであろう。 
また、フランクフルト空港から乗り込ん

だバスの車内といい、ホテルに向かう途中

の高速道路といい、照明がほとんど無い。  

これも環境政策の一つなのであろう。 
・サービス精神 
ホテルの電気がつかない、風呂の水が流

れないという事があった。フランスはマル

セイユでのこと。鍵を預かり部屋に入った

が電気がつかない。 
添乗員は「こちらでは良くあることです。

平常心で居てください」と私たちに気を遣

い、係に連絡してくれた。ホテルの担当が

すぐに駆けつけたが、「ああ、またか」とい

う素振りで上階の別な部屋へ案内された。 
ところが今度は風呂の湯がたまらない。

栓が壊れているのだ。シャワーだけですま

せた。後で聞いた話だが、別の部屋では栓

が抜けなくて、風呂の湯が流れなくなった

そうである。担当は修理屋を呼ぶのでもな

く自らドライバーで栓を壊して流し「どう

ぞお使いください」と言ったようである。 
日本ではあり得ないことである（ドイツ

でも無かった）。ここフランスでは、「サー

ビスの向上による売り上げ増進」などとい

う言葉は無いのであろうか。それだけ、お

おざっぱな人種なのであろうか。 
・歩きづらい石畳 
ヨーロッパの旧市街地はほとんどが石畳

である。自然で趣があり落ち着きもある。    
ところが、玉石のように形の丸い石を敷

き詰めたところは、正直言って歩きづらい。

と言うよりも痛くて歩けないほどである。 
写真はアヴィニヨンの法王庁にある石畳で

あるが、足の裏が痛くなってしまった。          

壊れにくい道ではあったろうが、往来する

馬も歩きづらかったであろうなどと余計な

心配をしてしまう。ヨーロッパに行かれる
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＜写真：アヴィニヨンの石畳＞ 

方には運動靴をお奨めする。 
・日本語を話すフランス人 
 フランス人はフランス語に誇りを持って

いて外国語を話したがらないという話を聞

く。大部分の人はそうなのであろうが、日

本語を話す人に会うことができた時はとて

もうれしく感じた。 
パリにあるタイヤ「ミシュラン」のお店

の人は３０年前東京におられたそうで、流

暢な日本語で話をしてくれた。      
また、地下鉄で「何かお助けできますか」

と声をかけてきた上品なおばあさんなど、

外国で、特にフランスで聞いた日本語は、

とても安心感を持たせてくれた。  
・ムーランルージュで感じたこと 
 ムーランルージュは、フランス語で「赤

い風車」を意味するパリのナイトスポット

である。食事を楽しみながら、ディナーシ

ョーを楽しむ場所で、フレンチカンカンが

有名である。 
 シャンソン、ポップスなどが歌われ出す

と、ショーを楽しんでいるお年寄りの何組

かが突然ステージ前に出てきて踊り出した。

実に陽気でこの場を楽しもうという気持ち

が伝わってくる。果たして、日本のお年寄

り達がこういった場所で踊りなど踊るだろ

うか。「日本人も、もっと自分中心に楽しも

うという気持ちを持っても良いのでは」と

感じた。 
 また、道化師が映画監督になって、映画

を撮るという設定のショーがあった。会場

から選ばれたお客さんがジェスチャーで監

督の指示を受けながら、役を演じるのであ

る。２０代の台湾人女性や地元の男女の他、

日本人男性も選ばれ、道化師が出演者の出

身国のイメージを伝えるジェスチャーとと

もに名前を会場に紹介した。会場は盛り上

がり大拍手であったが、私が気になったの

は、日本人男性を会場のお客さんに紹介す

るのに、監督役の道化師が頭を早く何度も

ペコペコ下げた動作である。「これがヨーロ

ッパ人の日本人に対するイメージ、日本人

感なのであろうか。」と感じたからである。 

日本人は周りに気を遣い、頭を下げるのが

得意と言われる。問題が生じて我慢しても

らう時に最初に日本人にお願いするという

話を聞いたことがある。 
「日本人は、頭を下げる前にもっと主張す

るという意識を持ったらどうか」などとも

感じた。 
６ おわりに 
厳しい行程であり、もっと聞きたい事、も

っと見たい所はあったものの、世界に先駆

けた環境政策や世界規模の都市再開発など

の研修により、多くのことを学ぶことがで

きた。まさに、本県においても参考となる

事例が数多くあり、今後の業務にもおおい

に活かしていきたいと考えている。  
講師のパウル・ベルト氏（フライブルク）、

説明者のフランク・ゲリング氏、ニコラ・

マティ氏（マルセイユ）をはじめ、関係の

方々に対し、改めて深く感謝申し上げる次

第である。 
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